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「IA2010」出席者アンケート結果（抜粋）

株式会社コンセント（本社：東京都渋谷区代々木、代表取締役社長：長谷川敦士）は、2010年2月に開催
された日本ウェブ協会主催のイベント「IA2010」にて、代表の長谷川が講演を行い、講演後に参加者アン
ケートを実施しました。有効回答は100名から得られました。

調査方法：アンケート用紙
調査日時：2010年2月27日
イベント名：「IA2010 情報アーキテクチャを軸にサイト最適化を理解する」（日本Web協会主催）
参加者数：約160名
有効回収データ：100
割付：なし

【アンケート結果】

1. 回答者の立場について[複数回答]
回答者の立場を尋ねる質問では、参加者の過半数（51.7%）が制作側に属していることが分かりました。自
社でWebサービスを提供している立場の人も21%いました。一方、発注側の企業に属しているのは約6%で
した。「その他」と答えた人の立場は、製品取扱情報発信の企画・ディレクションといったテクニカルコ
ミュニケーション分野、講師やセミナーデザイン、教育機関といった教育分野が挙げられました。

今回のイベントの集客方法に依るところが大きいかもしれませんが、「IA」という言葉にアンテナを張って
いるのは現在のところ制作側の方が多いようです。
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2. 回答者のIA関与度と立場について
2-1. 回答者の肩書がIAであるかどうか
「私の肩書はIAである」という質問に対して7%が「はい」と答えていますが、コメントを参照してみる
と、実際の肩書はWebディレクターでありながら、自身はIAであると認識している人も含まれます。また、
「いいえ」と回答している人には、Webディレクターやアナリスト、プランナーなどが含まれており、「サ
イトマップやワイヤーを作ることはよくある」「IAをみんなが考慮しながら進めている」とのコメントがあ
りました。
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2-2. 「私の肩書はIAである」と答えたのはどんな立場の人か
回答者の中には、Web構築を発注する企業側の人もいることが分かります。また、自社でWebサービスを
提供する立場の人が24%いることから、WebサービスではIAの重要性がかなり認識されていると言えるか
もしれません。
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2-3. 主要業務がIAかどうかについて
IA業務がどのようなものであるかを質問の中で明示していないため、回答者の理解や認識によってばらつき
があるかもしれませんが、「私の主な業務はIAである」という質問に対しては、25%が「はい」と回答して
います。しかし、コメントを見ると必ずしも専属というわけではないようで、回答者の多くは「IAだけでな
く企画、プランニングも担当している」「デザイナーとして設計部分などで意識している」「専門がいない
ので、Webディレクター、デザイナー、IAを兼任している」ようです。「いいえ」と回答した人の業務内容
には、「システム設計、CMS提案」「プロジェクトマネジメント」「進行管理」「アクセス解析ガバナンス
推進」などが挙げられていました。
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2-4. 「私の主な業務はIAである」と答えたのはどんな立場の人か
主な業務がIAであると答えた人は、25名いました。インハウスも含めると制作側の人が59%を占め、IA業
務は現在のところ、やはり制作側に委ねられているようです。また、自社でWebサービスを提供する立場の
人が35%いることからも、この分野ではIAが高く意識されているようです。「その他」と回答した人の具体
的な業務は「評価」でした。
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3. 回答者の所属組織のIA関連部門の有無について
3-1. IAに関する部門があるかどうか
回答者の会社（組織）にIAに関する部門があるかどうかを問う質問では、85%が「ない」と答えており、
「片手間でやっている」という現状が挙がる一方、「（現在部門として持つことを）議論中」というところ
もあれば「デフォルトの知識、プロセスとして取り入れていくべきという考え方（部署として持つことを考
えていない）」と、方向性が分かれるようでした。部門が「ある」と答えた13%の中には「ペルソナをやっ
ている」とのコメントが複数ありました。
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3-2. 「私の会社（組織）には、IAに関する部門がある」と答えたのはどんな立場の人か
部門があると回答したのは13人。50%が制作側で、自社でWebサービスを提供する人の会社も38%ありま
した。
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4. IAのイメージについて[複数回答]
4-1. IAと聞いて最も強くイメージしていたものは何か
『IA2010』参加前の時点で、IAと聞いて最も強くイメージしていたものを問う質問では、「サイトマッ
プ」や「ワイヤーフレーム」といった、実態として見えるものを挙げる人が46%いました。また、多くはな
いものの、「Webガバナンス」や「ブランド戦略」として認識している人も見受けられました。「その他」
では、IAを「ROI」「インターフェースデザイン」「基本（的なこと）」「情報設計」「情報デザイン、企
画」と認識していると答えています。
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4-2. 立場によって、IAに対するイメージが違うかどうか
制作側として企業からWeb構築を請ける立場と比較すると、発注側企業の方が、IAを「Webガバナンス」
と意識している傾向が高いようです。また、ソフトウェアベンダーは、IAを「ナビゲーション」や「ブラン
ド戦略」と考える傾向が他より高いといえます。これはブランドポートフォリオといった意味のブランド戦
略というより、情報構造や操作性観点でのナビゲーションの設計が、他の製品との差別化につながると考え
ているからでしょうか。
※概してIAは「ワイヤーフレーム」や「サイトマップ」のイメージが強いと考えられます。そのため、それ以外を回答した人の母集団
がそもそも少なく、立場による傾向というよりも、回答者個々のリテラシーに大きく依存する、ということを念頭においた方がよい
データです。
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